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◆Project DIET ( Dietary Improvement and Education with TAKE 10!®） 

“途上国栄養改善と栄養教育”プロジェクト 

1, 2月 NJPPP（栄養事業推進プラットフォーム）の委託事業としてインドネシアおよびカン

ボジアでの職場（工場）の栄養改善プロジェクトを推進した。両プロジェクトとも 2019

年 3月で完了。NJPPP事務局に報告書提出の予定。 

◇インドネシア 

健康な工場食導入の対象工場（日系自動車部品工場）での従業員の健康課題、工場

食の問題点を研究委託先のボゴール農科大学と解析した。食事の栄養バランスの問題

に起因すると考えられる過体重、高血圧などが多いことが判明した。2月 11日より本

プロジェクトのパートナーである都給食が健康なメニューの提供を開始。TAKE 10！

check sheet を用いた多様な食材摂取の推奨など栄養啓発活動も実施。 

◇カンボジア 

2/25～3/2 栄養強化米を用いた介入試験に関し、人間総合科学大学 中西先生、

Reproductive and Child Health Alliance (RACHA)により end-line study を実施。介

入による栄養状態,健康状態の改善についてデータ解析を実施中。 

3, 4月 NJPPP（栄養事業推進プラットフォーム）の委託事業としてインドネシアおよびカン

ボジアでの職場（工場）の栄養改善プロジェクトを推進した。両プロジェクトとも 2019

年 3月で完了。 

3/22 NJPPP第 12回運営委員会において、インドネシアおよびカンボジアの職場の

栄養改善に関する studyの結果を報告（三会堂ビル 9階 石垣記念ホール，東京） 

◇インドネシア 

End line study およびHealthy menu の栄養、コスト解析をボゴール農科大学が実

施。結果については、2019 年 8 月に行われるアジア栄養学会議（ACN2019：於 バ

リ島,インドネシア）で発表する予定。 

◇カンボジア 

7/15の週に、study結果の発表と今後の展開について議論を行うためのworkshopを

準備中。 

5, 6月 6 月 27 日 NJPPP（栄養事業推進プラットフォーム）の委託事業運営委員会にて、

「インドネシアでの給食提供による栄養改善プロジェクト Phase 2」を提案し承認さ

れた。本事業では、5 月までパイロット試験を実施していた工場において、引き続き

効果の検証を行うと共に、他の日系工場への普及セミナーを開始する。また、「栄養

強化米を用いたカンボジアでの職場（工場）における栄養改善効果実証試験」の結果

を報告した今後の IT企業との連携の可能性についても検討。 

7, 8月 [カンボジア] 

7月 16日 工場での栄養介入（栄養強化米の導入＋栄養啓発活動）に関するワークシ

ョップ実施。介入試験結果の報告および今後の展開について議論。今年度、栄養強化

米の導入についてスケールを拡大して実施すること、及び、栄養啓発活動について富

士通の IT 技術を活用した取り組みを検討することを確認。参加者：カンボジア政府

関係者含め約 50人（Himawari Hotel ，プノンペン）。 



[インドネシア] 

8月 1，2日 健康な工場食の展開に関しワークショップを実施、各々の工場での健康

な工場食導入の可能性について議論。1日 5社，2日 6社が参加（1日：GIIC工業団

地（Greenland International Industrial Center）， 2日：EJIP工業団地（East Jakarta 

Industrial Park），西ジャワ州ブカシ県）。 

8月 1日 14:00～16:00 ボゴール農科大学と今後の実施内容について検討（サンクレ

スト会議室，デルタマスシティ）。17:00～18:00 現地工場の担当部署と今後の実施

内容について検討（現地工場会議室，GIIC工場団地）。 

8月 2日 15:00～16:30 現地給食業者、食品企業、マーケティング会社との面談（イ

ンドフード会議室，ジャカルタ）。 

8月 5日 第 13回アジア栄養学会議（ACN2019）のランチシンポジウムにてカンボ

ジア、インドネシアにおける「職場の栄養」の取り組みについて報告。参加者約 60

人（バリ島）。 

9, 10月 ・9月 19日 栄養改善事業推進プラットフォーム（NJPPP） 

第 14回運営委員会（JICA市ヶ谷国際会議場，東京） 

・『インドネシアでの給食提供による栄養改善プロジェクト Phase 2』報告 

・カンボジア新規プロジェクト申請・承認 

「カンボジアでの「職場の栄養改善」におけるブロックチェーン技術を応用した栄

養啓発活動」 

10月 8～12日 富士通総研、ILSI Japan、現地スタディー実施工場他と新規プロ

ジェクトに関し、打ち合わせ（プノンペン、カンボジア） 

11, 12月 ◇栄養改善事業推進プラットフォーム（NJPPP）委託事業 

・Phase 2対象工場にてベースライン調査（150名）：11月 11～15日実施。非侵襲

皮膚カロテノイド測定（11月 13～14日）。 

・ボゴール農科大学（IPB University・現地工場との打ち合わせ 

（デルタマス，インドネシア）  

・第 15回NJPPP運営委員会：12月 5日 

『インドネシアでの給食提供による栄養改善プロジェクト Phase 2』報告。／ミャン

マーにおける「職場の栄養改善」のプロジェクト（ティラワ工業団地で日系企業向け

に給食ビジネスを展開しているワールド産業との共同事業）を提案し承認された。 

（石垣記念ホール，三会堂ビル，東京） 

 


